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'プ

1ヽ/ヽ 0プ 1ヽノ 0ヽプ 1ヽプ 0ヽノ
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お
年
寄
り
で
、
な
ん

で
も
欲
し
い
も
の
が
満

足
し
て
食
べ
ら
れ
る
に

は
、
か
め
る
歯
が
２０
本

以
上
残

っ
て
い
る
事
が

第

一
の
条
件
で
す
。

本
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ま

で
も
欲
し
い
も
の
を
お
い

し
く
た
べ
る
た
め
に
は
、

抜
く
歯
を
１０
本
以
下
に
と
ど
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

現
状
で
は
１
歳
半
で
、
す
で
に
虫
歯
が

あ
り
３
歳
時
の
８０
％
、
小
学
生
の
９８
％
が

虫
歯
を
持

っ
て
い
ま
す
。

４０
歳
で
平
均
の

３
本
、

５０
歳
で
７
本
、

６０
歳
で
は
半
数
の

歯
が
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
で
抜
け
て
無
く
な

て
∈
く
く
く
く
く
く
く
く
∈
く
く
Ｃ
く
総

，

´
ヽ
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キ
ス
キ
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写

一一いは吋卿耗鏡は嶼螂“褒‐びまれは
ｍ

間 で く
、
永
久
歯
の
平
均
喪
失
年
齢
は
６０
歳
代

ハ

す
。
こ
れ
で
は
、

８０
歳
ま
で
の
約
２０
年

は
歯
な
し
で
、
欲
し
い
も
の
も
よ
く
食

ま
た
、
よ
く

か
む
事
に
よ
り

顎
の
運
動
で
大

脳
を
刺
激
し
、
ボ
ケ
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
に

一
～
二
回
は
歯
科
医
で
健
診
し
て

も
ら
い
、
早
く
か
ら
歯
の
健
康
に
注
意
し
、

年
を
と

っ
て
も
お
い
し
い
も
の
を
楽
し
く

食
べ
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

人
間
の
歯
は
２８
本
、
　

　

べ
ら
れ
ず
、
健
や
か
な
老
後
は
期
待
で
き

親
知
ら
ず
を
入
れ
て
３２
　
　
ま
せ
ん
。
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▲老人クラブ演芸大会

人□の動き
(5月 1日現在)

世帯数 2,531( 3)
男

女
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高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。
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ハヽ 正 しい発音が

できません

歯
が
な
く
な
る
と

“

(

`,:ヽΨ

CD 0 おい しいものが

食べ られません

口もとに

しわがよって

若々 しくみえません

赤 ち や ん
たんじよう

甲斐 悠希ちゃん 武 敏

栄

治

和

孝

江

徳

り

喜

み

一
子

美

佐

か

　

つ
　

佐

美

誠

美

古

文

弘

ゆ

信

ま

健

扶

博

美

生

ん

生

ん

生

ん

生

ん
生

ん

生

ん

生

Ｈ

や
９

や
１４

や
１５

や
馬

や
１５

や
１６

・
ち

・
ち

・
ち

・
ち

・
ち

・
ち

・

銅一̈効．】晨絆一一騨轟燃一】農一岬
巾̈̈
一麒
拍̈」師̈
一脚・

ル

し
″
コ
　

　

　

　

″

≒
＝

Ｌ

　

　

，

　

　

，

　

　

，

』
一一珀

〕̈̈
鎌
一一則
一卸
ｒ
析
“軸
一・把
一雌
ｒ
嘔二
議
．雌

もうしあげます

〓自小
ありがとうございました (敬称路 )

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返 し〉後藤綾子、後藤今朝博、
島田守
く一般寄付〉稗田智重

灯の」豊

さんの長男

さんの長ツサ

(敬称略)

さん 女の長

さんの長男

機

(敬称略 )

(19934月 受小」分 )

さんの長男

さんの三男

さんの二男

さんの長男

さんの長女

さんの長男

さんの二男

4・ 1

4・ 2

4 ・16

4 ・30

4 ・30

森
森
森
見
森

高
高
高
色
高

すえなが<
おしあわせに

(住所)

色 見
(遺族)

後藤十九男
森田  修
古西 民男
島田  守
岩下 公仁
後藤今朝博

/:「藤敬‐́郎
河ヽ端 直美

/住吉  忍
赤`星 節子

/興格 幸男
矢ヽノ根紀子

/瀬井 精二

山ヽ本 誠子
/住 吉 幸二

坂`本 敬子

あ<やみ

高森 ・旭 通
熊  本  市
色 見 。西

「
芹 日・ 馬 場
高森 ・横 町
|,益城郡清和村
尾 下 ・ 牧 戸
阿 蘇  町
色 見 。中園
菊池郡大津町

藤川
島田
岩下
後藤

工
弘

望

エ

ツ
基

　

リ

ンヽ

(死亡者)(年齢)

後藤今朝数 86
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今月の表紙
今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え

た
町
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が

五
月
二
十
六
日
、
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
二
十
の
ク
ラ
ブ
か
ら

約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
た
大

会
で
は
、
民
謡
や
歌
、
踊
り
な

ど
に
練
習
の
成
果
を
被
露
。
出

し
物
の
中
に
は

『
に
わ
か
』
も

飛
び
出
し
、
年
に

一
度
の
演
芸

大
会
と
あ

っ
て
お
年
寄
り
は
大

張
り
切
り
。
会
場
は
拍
手
と
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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山
菜
のア

ク
抜
き

‐
」

晩
置
い
て
、
翌
日
、
水
で
よ
く
洗

せｂヽｉ
ｕ

４
＾お

フ
キ
や
ウ
ド
、
ワ
ラ
ビ
や
タ
ケ

ノ
コ
な
ど
の
調
理
は
、
ア
ク
抜
き

が
ポ
イ
ン
ト
。
ア
ク
を
抜
か
な
く

て
は
、
お
い
し
く
た
べ
ら
れ
ま
せ

ん
。山

菜
の
代
表
が
ワ
ラ
ビ
ー

‐お

ひ
た
し
に
、
フ
ラ
ビ
ご
飯
に
と
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
ア
ク

が
強
く
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
は

と
て
も
無
理
で
す
。

小
さ
じ

一
杯
の
重
曹
に
水
五
カ

ツ
プ
の
水
溶
液
を
作
り
、
な
べ
で

煮
立
て
ま
す
。
そ
の
水
溶
液
を
ワ

ラ
ビ
に
か
け
ま
す
。
そ
の
ま
ま

一

上
色
見

・
前
　
原

い
ま
す
。
前
の
晩
と
同
じ
割
合
の

水
溶
液
を
作
り
、
大
き
め
の
な
ベ

で
煮
て
、
ワ
ラ
ビ
を
三
分
間
ほ
ど

ゆ
で
ま
す
ｃ
途
中
で
ワ
ラ
ビ
が
浮

き
上
が

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
落
と

し
ぶ
た
を
し
ま
す
。
ゆ
で
上
が

っ

た
ワ
ラ
ビ
は
、
す
ぐ
冷
水
で
さ
ら

し
ま
す
。
ア
ク
が
抜
け
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

摘
ん
だ
ワ
ラ
ビ
は
、
い
つ
ま
で

も
握

っ
て
い
る
と
茎
が
固
く
な
り

味
が
落
ち
ま
す
。
摘
ん
だ
ら
す
ぐ

に
袋
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま

し
よ
・り
。 重

曹
や
米
の
と
ぎ
汁
が

一
役

タ
ケ
ノ
コ
の
ア
ク
抜
き
に
は
、

米
の
濃
い
と
ぎ
汁
を
使
い
ま
す
。

お
米
を
と
い
だ
後
の
と
ぎ
汁

（
三

回
ま
で
）
を
深
め
の
な
べ
に
た

っ

ぶ
り
た
め
、
タ
ケ
ノ
コ
を
入
れ
て

水
か
ら
ゆ
で
ま
す
。
ボ
イ
ン
ト
は

ゆ
で
る
前
に
外
の
皮
を
二
、
三
枚

は
が
し
、
タ
ケ
ノ
コ
の
頭
を
五
～

十
セ
ン
チ
く
ら
い
、
薄
皮
を
残
す

程
度
で
斜
め
に
切
り
落
と
し
ま
す
。

包
丁
で
縦
に

一
本
、
筋
を
入
れ
て

お
く
と
火
が
よ
く
通
り
ま
す
。

と
ぎ
汁
の
代
わ
り
に
、
米
ぬ
か

を
使

っ
て
も
ア
ク
が
抜
け
ま
す
。

深
め
の
な
べ
の
水
に
、
米
ぬ
か

一

カ
ツ
プ
を
入
れ
て
同
じ
要
領
で
ゆ

で
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
の
大
き
さ
に

も
よ
り
ま
す
が
、
竹
ぐ
し
で
根
元

を
刺
し
、
す
う

っ
と
通
る
ま
で
ゆ

で
ま
す
。　
一
時
間
く
ら
い
で
し
よ

う
。
ゆ
で
終
わ

っ
た
ら
そ
の
ま
ま

冷
ま
し
、
皮
を
む
い
て
洗
い
、
水

に
つ
け
て
お
き
ま
す
。
冷
め
な
い

う
ち
に
水
洗
い
す
る
と
、
ア
ク
が

抜
け
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ

な
た
も
私
も
み
ん
な
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を

「人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。
（敬
称
略
）

工
藤
忠
義

（
圏
④
０
０
２
０
）

岩
下
敬
公

（
圏
②
ｌ
３
１
６
）

馬
原
清
二

（
雷
⑤
０
０
０
３
）

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

６
月
９
日
　
馬

原

内

科

医
院

雰
②
０
６
４
６

６
月
１３
日
　
東
　
　
医
　
　
院

雷
②
０
３
０
９

６
月
２７
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

７
月
４
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②

１
２
２
２
２
）

白
　
石

保

男

さ

ん

ｍ
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■

中高年者が夏山登山で遭難する事故が増えて

います。平成 4年の 7月 から8月 に起きた事故

のうち、遭難者数では40歳以上の中高年者が過

半数を占め、死者数では全体の約74%に も上っ

ているのです (グ ラフ参照 )。 昭和55年の死者数

にみる中高年者の割合は30%ほ どですから、そ

の増加ぶ りには日を見張るものがあります。

なぜ、こんなにも中高年者の遭難事故が増え

ているのでしょうか。登山が大衆化 し、山登 り

をする中高年者の絶対数が増加 したことも一因

です。 しかし一番の原因は、自分の体力や技術

を無視 して高い山に登る中高年者が増えたこと

にあります。

これは遭難原因をみれば一 目瞭然です。去年

富士山で起きた遭難事故を例にとってみましょ

気をつけよう

体力を無視した山登り

う。ほかの年代層では 「登山道や沢などからの

転落や滑落」が遭難原因の トップであるのに対

し、中高年者のそれは 「疲労や病気」、 しかも、

死亡原因のほとんどが急性心不全 となっていま

す。トレーニングや準備をろくにせずに、「こん

どの休みは山登 りでもいくか」と、ほとんど思いつ

きで高い山に登ってしまう  これが遭難を引き起

こすもとなのです。

夏山での遭難事故を防ぐには、自分の体力 と技術

をよく知ること、そ して、それに見合った山登 りを

することです。自分ではよく分からないなら、 ||1登

りの経験■かな人にア ドバイスを受けるといいでし

ょう。また、ご来光を拝もうと夜通 し運転 して、ほ

とんど眠 らずに山に登るなどといったむちゃな行動

も控えましょう。

暑い 日が続く毎日です。この季節、水辺は子ども

たちの格好の遊び場にな ります。そこで心配なのが、

水難事故。海や川でおばれた り池に転落 した り …。

平成 4年の 6月 から8月 の間だけで、106人 の幼い命

が失われました。このような悲劇があなたの周 りで

起こらないようにするためにはどうしたらいいのか、

去年実際に起きた事故例をもとに考えてみましょう。

○子ども9人がため池でザリガニ捕りをしていたと

ころ、一人が足を滑らして転落。助けようとした

子どもも次々に転落 し、3人が死亡。 (新潟県)

肝心なことは、子 どもたちだけで水辺に近づ

かせないとい うことです。海や川はもちろん、

大人なら何でもないような水たまりなどでも事

故が起こることがあ ります。近所の水の事故が

起こりそうな所をチェックしておき、 日ごろか

お父さん あ日さん

子どもを守るのはあなたです

ら「こういう所では子どもたちだけで遊んでは

いけませんよ」 と言い間かせておきましょう。

もし、子どもを水辺で遊ばせるのなら、必ず

大人が一緒についていきましょう。

05歳の保育園児が誤って川に転落し、死亡。

子どもが転落 したとき、一緒に川にきていた

母親は、現場から離れたところで知人と立ち

話をしていて気付かなかった。 (大分県 )

○子どもが、親より先に川へ駆けだし、深みに

はまり死亡。 (鹿児島県)

大人がついていても、 日を放 しては意味があ

りません。また、動き回る子どもについてゆけ

ずに子どもと離れ、そこで事故が起きて救助が

遅れることもあ ります。なるべく手の届 く範囲

で子どもを遊ばせることが大切です。

チ・ヤンちやんのδ:

こんなことしちゃナとめだよ。・ら

゛ミr=ヽ 、 、ミ: 、`

こどもたちだけで

うみやかわで

あそばないでね

ぽうしがかわへおちたら

おとなのひとに

とってもらおうね

(2)

☆ 仕事は楽しいですか

まだ今は、仕事を党える段階です。先

輩たちと力を合わせて、仕事に励みたい。

☆今 、 いちばん や りた い ことは

おもいっきりあそびたい。

☆町 |こ対 して一言

若い人達が集える場所があったらと思

う。そしてイベントなどをもっと多くし

て、人が多く集まる町になれたらと思 う。

●   ●

●   ●

″夏
の
事
故
″
に
ご
用
出

ｒ
ゝ

～
‘

い れ

日

,i多 |(1ま 有:●「9
1時 か ら午後 5

時 まで

(11)

子 ど も の 水 難 事 故
夏期(7～ 8月 )に おける山岳遭難の

年齢別発生状況

死 者

20歳未満

遭難者

20～ 39

プロフィール

■勤務先

■趣 味

■血液型

JA阿蘇南草部北部支所

スキューバダイビング・花の栽培

内気でシャイなA型

中 高 年 者 の 山 岳 遭 難

．／
●
イー

ィ√



お 知 ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
６
月
２３
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、
平
成
５
年

１２
月
末
を
目
標
に
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
使
用
す
る
レ
ー
ル
バ
ス
を
購
入

し
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
要
領
に
よ
り
新

製
車
の
愛
称
名
と
愛
称
名
板
を
、

同
時
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
住

民
の
方
々
よ
り
募
集
し
ま
す
。

南
阿
蘇
鉄
道
に
あ

っ
た
新
鮮
な

愛
称
名
と
愛
称
名
板
の
デ
ザ
イ
ン

を
求
め
て
い
ま
す
。

■
公
募
方
法
／
愛
称
名
板
実
物
大

（縦
２４
費
ン
・
横
４９
一
ン
）
に
デ
ザ
イ

ン

・
色
付
け
し
た
も
の
に
愛
称
名

を
書
く
こ
と
。
愛
称
名
は
、
ひ
ら

が
な
か
片
仮
名
と
す
る

（字
体
は

自
由
）

■
提
出
先
／
高
森
町
大
字
高
森
１

５
３
７
番
地
の
２
　
南
阿
蘇
鉄
道

株
式
会
社
に
郵
送
す
る
か
直
接
持

参
す
る
こ
と
。

■
提
出
期
限
／
６
月
３０
日

（水
）

ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

■
優
秀
賞
及
び
入
賞
者

優
秀
賞
　
　
　
１
名
　
　
３
万
円

入
賞
者
　
　
　
３
名
　
各
１
万
円

デ
ザ
イ
ン
は
、
若
千
修
正
し
て

使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

尚
、
現
在
保
有
車
の
愛
称
名
は

『
り
ん
ど
う
』
『
し
ら
か
わ
』
『
は

な
し
の
ぶ
』
『
ゆ
う
す
げ
』
と
な

っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
南
阿
蘇
鉄
道

（
圏

②
ｌ
２
１
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

知
的
障
害
者
施
設
高
森
寮
で
は

次
の
と
お
り
臨
時

（パ
ー
ト
）
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
性
別

・
資
格

は
問
い
ま
せ
ん
。

■
職
　
種
／
指
導
員
補
助

■
募
集
人
員
／
若
千
名

■
年
　
齢
／
６０
歳
位
ま
で
希
望

■
面
　
接
／
随
時

■
提
出
書
類
／
履
歴
書

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９
１
１
６
　
高
森
町
大

字
色
見
８
８
２
番
地

「立
正
福
祉

会
高
森
寮
」
（
Ｅ
②
ｌ
７
８
０
）

管
内
の

「国
税
モ
ニ
タ
ー
」
４
人

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

国
税
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
国
税

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
広
く

一
般
国
民

の
意
見
、
要
望
、
苦
情
等
を
聴
い

て
い
た
だ
き
、
税
務
行
政
に
お
け

る
事
務
運
営
の
改
善
、
納
税
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、　
一
層
円
滑

な
運
営
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
次
の
方

で
す
。
（敬
称
略
）

田
代
洋
子

（高
森

・
昭
和
）

５
年
度
県
移
動
図
書
館
第

一
回

巡
回
が
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
／
６
月
１６
日

（水
）
午

後
３
時

ご
存
知
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。
６
月
１
日
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
２３
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
２４
年
６
月
１
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、

い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番

人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
４５
周

年
目
に
当
た
り
ま
す
。
国
際
化
時

代
を
迎
え
た
今
、
在
日
外
国
人
の

人
権
問
題
な
ど
新
た
な
人
権
問
題

も
発
生
し
て
お
り
、
国
際
的
な
視

野
を
も

つ
て
、
私
た
ち
の
人
権
意

識
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で

す
。そ

こ
で
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は

「国
際
化
に
ふ
さ
わ
し

い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
」
を
啓

発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生

き
て
い
く
上
で
、
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ

第6回
全国分水嶺【界〕サミット開催

第6回全国分水嶺 (界)サミットが9月 9日

(本)がら10日 (金)までの2日間、本町で開

かれます。

分水嶺 (界)とは、水の分が祖道であり水の

出発点でもあります。本町では阿蘇外輔山の高

森峠から大戸の□峠が該当します。

今回のサミツトは、全国の分水嶺 (界)所在

市町村と九州地区の全市町村 |こ参加を呼びかけ

て開催するものです。

目的は、水源地域の荒廃は下流地域 |こ重大な

影響を与えるという観点から、水源地域をどの

よう |こ守り将来 |こ残すかを考えるものです。

せつか<の機会ですので、町民の皆さんもぜ

ひ参加して自分の町「水源地域」の重要性を者

えて見られたらいかがでしようか。詳しい内容

|こついては、後日回覧であ知らせいたし讀す。

●   ●

●   ●

０
ら●ヽカ●郷●る●薫●風０と量

じ
■
■

●
ヽ

′
バυ
´

●野とｋ
ド

■
ム

F可

蘇
税
務
署
は

平
成
5
年
度

■テーマ

ホ漂地域の役割

下流地域の役‖

■開催趣旨

わ た した ち の 住 む 「 ま ち 」 は 真 の

水 の 源 で あ る 水 源 ナtg域 に所 在 して あ

り ま す 。 水 源 地 域 が 果 た し て い る 役

割 は 、 水 の 出 発 点 と して の 地 下 水 浸

透 ・土 砂 流 出 防 止 ・豪 雨 時 の 水 害 防

止 ・人 気 浄 化 機 能 な ど 、 人 間 生 活 に

対 して大 き な影 響 を与 え て き ま した。

しか し、 近 年 は 社 会 環 境 や 生 活 環 境

の 多 様 化 |こ よ り、 水 源 地 域 森 林 ・河

川 の 荒 廃 は も と よ り 自 然 環 境 の 荒 廃

や 地 下 水 の 減 少 汚 染 な ど が 進 行 し、

こ の ま ま の 状 態 で 推 移 し た 場 合 は下

な 影 響

●日時 :平成5年9月 9～ 10日

●場所 :熊本県阿蘇郡高森町
(町立高森中学校体育館 )

●参加対象
全国の分水嶺(界 )所在市町村

九州地区全市町村

■行 事 予定
●第1日目甚口鵬演 (午後1時から)

■講師 評論家 立正大学短期大学部教授

富 山和 子氏

水源地域保全事例紹介・水源 (ト ンネル)見学・

レセプション・市町村物産・バネル晨

●第2日ロ サミツト(午前9時から)`

■主催 /熊本県高森町

■後援

国土庁 ・林野庁 ・建設省 九州地方建

設局 ・全 国知事会 ・全 国都 道府県議

会議長会 ・全国市長会 ・全 国市議会

議長会 ・全 国町村会 ・全 国町村議会

議長会 ・熊 本県 ・熊 本県 議針 熊本

県「 |コ 長会 ・熊本県市 議会議 長会 ・熊

本県町村 会 ・熊本県町村 議会議長会
・阿蘇郡町村針 阿蘇郡 町村 議長会
・(114)阿 蘇環境 デザ インセ ンター

(順不 同 )

年
　
　
金

レ

l

愛ル
森 ノ ｀

側｀
ス

名の

ダム建設事業について

私たちの生命や財産を守る治水

事業の一つにダムの建設があ りま

す。例えば、舟下 りで有名な球磨

川は、古来より氾濫を繰 り返 して

きてお り、ここ400年 間で記録に残

っているだけでも106日 も洪水によ

る被害が生 じています。

球磨川の支川川辺川で計画中の

川辺川ダムは、このような悲惨な

水害から下流の,f)川 市町村を守 り

ます。また河川の水が■富な とき

にダムで溜めて、水が少ない とき

に放流 し、流れを安定させること

により常に豊かな川の流れを創生

し、動植物の保護を行 うとともに、

農地の用水確保、水力発電を行い

ます。

なお、ダム建設にあたっては、

水源地域の方々の生活再建や地域

の振興を図ることが極めて重要で

あるとともに、自然環境 との調和

を図ったダムづ くりが必要です。

ダム建設に関するご意見 。ご質

問があ りましたら、建設省川辺川

工事事務所調査設計諜 (80966。

23・ 3174)ま で。

臨

時

職

員

国
税
モ
ニ
タ
ー

県

移

動

図

書

6/15日 (火)6/25日 (金 )7/5日 (月 )時間 9時～15時(3) (10)
‐・‐‐‐‐   ‐‐■・



蟷 瘍 顆 颯 錮 鸞 鯰 瘍

西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり題「かんげいえんそく」

1年

いとう まなみ さん

題「かんげいえんそく」

1年

のじり りょうた くん ち
よ
っ
と

一
息

案
内
図
を
掲
載

昨
年
か
ら
、
南
阿
蘇
町
村
広
報

合
同
企
画
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
、
こ
と
の
ほ

か
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
町
の
安
楽
寺
か
ら
長
陽
村
の

栃
木
寺
ま
で
十
六
カ
所
が
あ

っ
て
、

前
回
ま
で
に
九
カ
所
の
紹
介
が
済

ん
で
い
ま
す
。

各
町
村
に
入

っ
て
い
ま
す
問
い

合
わ
せ
で
は
、
「正
確
な
場
所
を
知

り
た
い
」
「早
く
続
き
を
見
た
い
」

「全
部
行

っ
て
み
た
い
の
で
地
図

が
欲
し
い
」
「札
所
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
「近
く
に
住
ん
で
い
な
が

ら
初
め
て
見
ま
し
た
」
「
こ
れ
は
詳

し
く
調
べ
て
あ
る
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
回
ま
で
は
片
山

寺
を
あ
と
に
自
川
を
渡

っ
て
白
水

村
の
光
照
寺
に
行
く
と
こ
ろ
で
お

別
れ
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
う
し
た
ご
要
望
に
お
応
え
す
る

た
め
に
地
図
を
掲
載
し
ま
す
。

本
町
の
十
八
番

「安
楽
寺
」
か

ら
長
陽
村
に
あ
り
ま
す
三
十
三
番

「栃
木
寺
」
ま
で
、
す
べ
て
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
じ

っ
く
り
ご
覧

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て

き
た
お
寺
と
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
ま

す
お
寺
の
位
置
関
係
を
承
知
し
て

い
た
だ
く
と
、
こ
れ
か
ら
後
半
分

の
探
訪
記
事
が
よ
り

一
層
楽
し
め

る
こ
と
で
し
よ
う
。

な
お
、
大
ま
か
な
位
置
か
ら
線

を
引
き
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
も

し
尋
ね
ら
れ
る
と
き
に
は
正
確
な

場
所
を
そ
の
地
域
の
人
に
尋
ね
て

く
だ
さ
い
。

次
回
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に

″
観
音
さ
ん
″
と
の
新
た
な
出

会
い
を
求
め
て
探
訪
を
始
め
ま
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

十
八
番
　
　
安
楽
寺

（高
森
町
）

十
九
番
　
　
含
蔵
寺

（高
森
町
）

二
十
番
　
　
長
福
寺

（高
森
町
）

二
十

一
番
　
清
水
寺
（久
木
野
村
）

二
十
二
番
　
夕
照
寺

（自
水
村
）

二
十
二
番
　
光
専
寺

（自
水
村
）

二
十
四
番
　
西
安
寺

（自
水
村
）

二
十
五
番
　
妙
音
寺
（久
木
野
村
）

二
十
六
番
　
片
山
寺
（久
木
野
村
）

二
十
七
番
　
光
照
寺

（自
水
村
）

二
十
八
番
　
正
通
寺

（自
水
村
）

二
十
九
番
　
堂
山
寺

（自
水
村
）

三
十
番
　
　
通
泉
寺

（自
水
村
）

三
十

一
番
　
観
音
寺
（久
木
野
村
）

三
十
二
番
　
垂
玉
寺

（長
陽
村
）

三
十
二
番
　
栃
木
寺

（長
陽
村
）

※
地
図
内
の
番
号
が
各
寺
の
位
置

で
す
。

●   ●

●   ●

担任の出□英代先生がら……いろんな人た

ちに会つたところを、元気いつぱいがけま

した。

1 担任の出□英代先生がら……出の道を歩い

| ているところが、たのしくかけました。

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

転
勤
先
　
住
め
ば
都
に
し
て
見
す
る

個
室
　
浮
世
忘
れ
て
フ
ル
ム
ー
ン

逃
げ
ら
れ
ん
　
日
本
の
国
ア
狭
か
な
ア

個
室
　
秘
書
専
用
は
昼
間
だ
け

逃
げ
ら
れ
ん
　
焔
も
首
吊
る
ゲ
ゼ
キ
網

逃
げ
ら
れ
ん
　
証
拠
は
腹
で
太
り
お
る

目
の
保
養
　
潮
千
狩
に
は
な
ら
だ

つ
た

目
の
保
養
　
浜
は
ビ
キ

ニ
の
花
盛
り

あ
れ
か
ら
こ
つ
ち
　
目
で
話
す
如
つ
な

っ
て
来
た

ピ
ッ
カ
ビ
カ
　
マ
マ
が
入
学
す
る
ご
た
る

新
樹
光
ま
ぶ
し
く
包
み
阿
蘇
の
郷

み
佛
に
挿
し
添
う
あ
や
め
二
三
本

滝
上
に
懸
る
径
あ
り
ほ
と
と
ぎ
す

老
鴬
や
峡
の
温
泉
宿
の
明
易
し

ま
ろ
ぶ
ご
と
落
花
も
児
ら
も
園
駈
け
る

阿
蘇
冷
え
に
茶
摘
み
の
日
取
り
定
ま
ら
ず

麦
秋
や
街
路
樹
徐
々
に
育
ち
ゆ
く

新
樹
冷
え
総
身
に
ま
と
い
裏
阿
蘇
に

巣
作
り
に
精
出
す
つ
ば
め
高
く
飛
び

一
面
に
植
田
そ
よ
ぎ
ぬ
雨
意
の
風

卜
Ｆ
・
　

　

　

　

　

　

ｎ
リ

“り

　

　

　

仁

「

（菜
の
花
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松弥
永
　
蕗
子

松
岡
　
信
子

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
　
寿

山
村
　
文
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

里予

笑
戸
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実
は
、
ク
ラ
ス
で
こ
の
人
権
作

文
の
発
表
者
を
決
め
る
の
に
は
と

て
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
自
分
か
ら
す
す
ん
で

読
ん
で
く
れ
る
人
を
待
ち
ま
し
た

が
、
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
中
で
自

分
か
ら
す
す
ん
で
希
望
す
る
人
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ

で
し
よ
う
か
。

一
つ
は
、
僕
た
ち
に
勇
気
が
な

か

つ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
も
う

一
つ
は
、
ま
わ
り
の
雰

囲
気
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
だ
れ
も
手
を
挙
げ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
何
人
か
は
発
表
し

て
み
よ
う
か
な
と
迷

っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
か
考
え
て
み
る
と
、
発
表

し
た
後
、
何
か
言
わ
れ
た
り
冷
や

か
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
恐
か

っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、

高
森
中
に
は
何
か
に

一
生
懸
命
頑

張

っ
て
い
る
人
や
良
い
成
績
を
お

さ
め
た
人
を
、
心
か
ら
認
め
て
あ

げ
る
雰
囲
気
が
あ
る
で
し
よ
う
か
。

熊
本
に
は
、
古
か
ら

「肥
後
の

ひ
き
た
お
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
鹿
児
島
に
は

「薩

摩
の
芋
づ
る
式
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
「肥
後
の
ひ
き
た
お
し
」

と
い
う
の
は
、
成
功
し
た
り
、
何

か
に

一
生
懸
命
に
な

っ
て
い
る
人

の
足
を
引

っ
張
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
「薩
摩
の
芋
づ
る
式
」
と
い
う

の
は
、
成
功
し
た
り
頑
張

っ
て
い

る
人
が
他
の
人
を

一
緒
に
引
き
上

げ
、
ま
た
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
人

が
ま
た
他
の
人
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
伸
び
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
、

高
森
中
は
い
っ
た
い
ど
ち
ら
で
し

ょ
う
か
。
僕
は
高
森
中
の
芋
づ
る

式
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、　
一
人

一
人
が
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
最
初
か
ら
話
が
そ
れ
て

し
ま

っ
た
よ
う
で
す
が
、
人
権
に

つ
い
て
の
話
に
戻
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
人
権
と
い
う
言
葉
か
ら
大

変
な
こ
と
だ
と
思
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
は
人
権
は

一
人

一
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配

り
や
心
が
け
を
も
て
ば
、
か
な
り

守
れ
る
と
思
い
ま
す
。　
一
人

一
人

が
心
が
け
れ
ば
簡
単
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
軽
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
な
も
の

で
は
な
い
け
ど
、
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
。

僕
は
、
今
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

人
を
知

っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ

の
僕
も
こ
の
前
ま
で
い
じ
め
て
し

ま
う
う
ち
の

一
人
で
し
た
、
い
じ

め
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
も
い

じ
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
考
え
る
と
、
自
分
の

中
に
二
つ
の
心
が
あ

っ
た
よ
う
で

す
。
ち
よ
つ
と
ぐ
ら
い
い
い
だ
ろ

う
と
い
う
悪
い
心
と
、
い
じ
め
て

は
い
け
な
い
と
い
う
心
が
あ

っ
て
、

そ
の
中
の
、
ち
よ
つ
と
ぐ
ら
い
い

い
だ
ろ
う
と
い
う
心
が
僕
の
心
を

占
め
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

つ
い
最
近
、
「や

っ
ぱ
り
い
か
ん
」

と
思
え
る
よ
う
に
な

つ
て
や
め
ま

し
た
。
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

は
判
断
と
勇
気
が
必
要
で
す
。
相

手
の
こ
と
を
考
え
て
、
や

っ
て
い

い
こ
と
か
よ
く
な
い
こ
と
か
を
判

断
し
、
他
の
人
が
や

っ
て
い
る
と

き
、
止
め
る
勇
気
を
も

つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

先
生
は
そ
れ
だ
け
で
な
く

「
い

じ
め
る
こ
と
に
対
し
て
怒
り
を
も

つ
よ
う
に
な
れ
ば
本
物
だ
」
と
、

お

つ
し
や
い
ま
し
た
。
僕
は
ま
だ

今
は
そ
こ
ま
で
い
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
自
分
や
他
人
の
人
の
こ

と
を
よ
く
考
え
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

お
と
と
い
の
新
聞
に
、
高
森
中

の
卒
業
生
で
、
現
在
高
森
高
校
に

通

つ
て
お
ら
れ
る
西
脇
さ
ん
の
作

文
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。
西
脇
さ

ん
は
、
進
学
を
し
よ
う
と
自
主
的

に
課
外
な
ど
を
さ
れ
て
必
死
に
勉

強
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
作
文
の
中
に
、
「あ
る
と
き
、

課
外
を
終
え
て
教
室
に
帰

っ
て
き

た
ら
、
机
の
上
に

『
課
外
お
疲
れ

さ
ま
。
今
日
は
い
つ
も
よ
り
も
遅

く
ま
で
頑
張

っ
て
い
る
よ
う
な
の

で
先
に
帰
り
ま
す
』
と
い
う
よ
う

な
内
容
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
か

ら
手
紙
が
置
い
て
あ

っ
た
」
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
、　
一
生

懸
命
頑
張

っ
て
い
る
人
を
認
め
て

あ
げ
る
仲
間
の
姿
を
見
た
気
が
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、　
一
人

一
人
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
を

つ
け
、

相
手
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
も

つ

と
す
ば
ら
し
い
学
校
に
な
る
と
思

う
し
、
楽
し
く
学
校
に
来
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、

今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、
反

省
す
べ
き
と
こ
ろ
は
反
省
し
、
悪

い
と
こ
ろ
を
少
し
で
も
直
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
自
分
の
こ
と
を
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

人
権
文
集

「地
鳴
」
か
ら

人
権

に

｝週距
□例

え
ば
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
、

ひ
ざ
の
上
に
体
重
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
の

子
ど
も
を
抱
き
か
か
え
た
お
母
さ
ん

が
車
に
乗

っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
そ

の
車
が
、
時
速
五
十
キ

ロ
の

ス
ピ
ー
ド
で
車
ご
と
壁
に
衝

突
し
た
と
し
た
ら
…
…
。

こ
の
と
き
、
衝
突
の
衝
撃

で
前
に
飛
び
出
す
子
ど
も
の

体
を
抑
え
よ
う
と
す
る
、
お

母
さ
ん
の
手
に
加
わ
る
力
は

約
二
百
キ

ロ
グ
ラ
ム
。
こ
れ

で
は
、
ど
ん
な
に
し

っ
か
り

抱
き
か
か
え
て
い
て
も
、
抑

え
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

結
果
、
子
ど
も
が
頭
を
ぶ

つ
け
る
ば
か
り
か
、
状
況
に

よ

つ
て
は
柔
ら
か
い
子
ど
も

の
体
が

エ
ア
バ
ッ
ク
の
代
わ

り
に
な
り
、
お
母
さ
ん
が
助

か

っ
て
も
子
ど
も
は
圧
死
―

‐そ
ん

な
悲
劇
も
、
現
実
に
起
き
て
い
ま
す
。

一
見
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い
か
の
よ
う
に

見
え
る
車
内
で
の
抱

っ
こ
に
は
、
こ

チャイルド

`・

カプノ
`ノ

ー
sθα′

「「

〓

二
型

ノ

′
　

　

　

―

ミ

ン
　

　

一
一

二

日
Ｈ
Ｌ

高森中学校 3年

福永 浩志くん

ψつ

い

て●

ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。

し

っ
か
り
抱
き
か
か
え
て
い
て
も

こ
う
な
の
で
す
。
子
ど
も
を
そ
の
ま

ま
座
ら
せ
て
い
た
ら
ど
う
で
し
よ
う
。

小
さ
く
軽
い
子
ど
も
の
体

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
シ
ョ
ッ

ク
で
も
簡
単
に
宙
に
舞

っ
て

し
ま
い
、
車
内
で
頭
を
激
し

く
打
ち
た
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
を
突
き
破

つ
て
車
外
に

投
げ
出
さ
れ
た
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
車
に
標
準
装
備
さ

れ
て
い
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
、

子
ど
も
に
着
用
す
れ
ば
安
心

か
と
い
う
と
そ
う
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
大

人
用
の
も
の
。
子
ど
も
、
特

に
幼
児
で
は
サ
イ
ズ
が
合
わ

な
い
た
め
に
ベ
ル
ト
が
首
や

腹
に
か
か
り
、
急
ブ
レ
ー
キ
や
衝
突

の
衝
撃
で
首
の
骨
が
折
れ
た
り
、
内

臓
が
破
裂
し
た
り
し
て
か
え
っ
て
危

険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

幼
い
命
は
大
人
が
守
る

●

●   ●

体

曰

に

家

族
″
で

ド

ラ

イ

グ

…

―
い

い

で

す

ね
。
　

と

こ

ろ

で

′

に

テ

ど

も

を

周

未

さ

せ

る

匿

、　

あ

な

た

は

ど

う

し

て

い

ま

す

か
。
　

ゎ

母

さ

ん

の

び

ぎ

の

よ

に

μ

ら

せ

る

？

　

人

人

用

の

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

を

オ

用

さ

せ

る

？

　

よ

く

見

ク

け

る

光

子

で

す

が

、

そ

の

ど

ち

ら

も

ん

陰

な

場

合

が

多

い

の

で

す
。

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

・
シ
ー
ト
は
、

〃
子
ど
も
の
命
綱
〃
と
も
い
う
べ
き

子
ど
も
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド

・
シ
ー
ト
の
形
や
仕

組
み
は
、
各
メ
ー
カ
ー
に
よ

っ
て
多

少
違
い
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
て
次

の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

○
乳
幼
児
用
バ
ス
ヶ
ッ
ト

（○
～
八
か
月
ご
ろ
）

○
幼
児
用
シ
ー
ト

（四
カ

月
～
四
歳
ご
ろ
）

○
学
童
シ
ー
ト

（四
～
十

二
歳
ま
で
）

価
格
は
だ
い
た
い
二
～
三

万
円
前
後
で
す
。

現
在
、
日
本
で
は
チ
ヤ

イ
ル
ド

・
シ
ー
ト
を
着
用

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
法
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
車
社
会
の
先
進
国

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
、
ド

イ
ツ
、
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
な

ど
の
国
で
は
、
着
用
を
法

的
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

自
分
が
運
転
し
て
い
た
車
の
事
故

で
、
わ
が
子
に
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
運
命
を
背
負
わ
せ
て
し
ま
う
―
―

そ
ん
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
子

ど
も
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル
ド

・
シ
ー

ト
を
考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
幼

い
命
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
が
守
り

十
いし
よ
う
。

み
ん
な

のひ
３
ば

写 真 をご希 望 の 方 は

広 報係 へご 連絡 下 さ い

チャイルド0シートをせず|こ

事故|こ遭うとどうなるか……

高
森
弓
友
会
で
は
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
弓
道
を
習
い
た

い
方

（男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
週
、
月

・
水

・
金
曜
日
の

午
後
七
時
か
ら
約

一
時
間
半
、

梅
林
館
弓
道
場

（含
蔵
寺
）
で
、

懇
切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
講

習
は
約
二
十
回
で
修
了
の
予
定

で
す
。

申
し
込
み
は
六
月
二
十
日
（日
）

ま
で
と
し
、
申
し
込
み
先
及
び

問
い
合
わ
せ
は
、
本
田
秀
道

（
雷

②
０
０
３
６
）
さ
ん
ま
で
。

尚
、
中
学
生
及
び
高
校
生
に

つ
い
て
は
、
別
に
計
画
し
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(8)(5)
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を
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難 購

町
の
話

話題がありま

した ら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係

(富②llll)

町
森
林
組
合
の
木
材
共
販
所
が
落
成

南
阿
蘇
の
本
材
流
通
基
地
づ
く
り
に
大
き
な
期
待

町
森
林
組
合
木
材
共
販
所
の
落

成
式
が
五
月
二
十
日
、
現
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
の
林
業
山
村
活
性
化
林
業
構

造
改
善
事
業
を
受
け
て
完
成
し
た

共
販
所
は
、
貯
木
場
用
地
に

一
万

五
百
六
十
六
平
方
＝
を
は
じ
め
木

材
選
別
機
用
地
、
管
理
棟
用
地
等
、

総
面
積

一
万
三
千
三
百
四
十
九
平

方
＝
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
三
カ
所

（合
計
面

積
七
千
百
二
平
方
＝
）
の
狭
い
共

販
所
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
々
増
加
す
る
木
材
の
取
扱
量
に

よ
り
、
狭
い
共
販
所
で
は
上
に
高

く
積
み
上
げ
る
な
ど
危
険
も
多
く
。

平
成
元
年
度
よ
り
木
材
共

販
所
の
移
転
拡
充
を
計
画

し
て
い
た
も
の
で
す
。

森
林
組
合
で
も

「広
く

な

っ
て
仕
事
が
合
理
的
に

な
り
ま
す
。
五
年
度
に
は
、

選
別
機
の
備
え
付
け
や
管

理
棟
建
設
に
着
手
し
、
南

阿
蘇
木
材
流
通
の
基
地
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
、

今
後
の
林
業
の
活
性
化
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
余
生
に
す
る
た
め
に

高
齢
者
学
級
開
講
式

社
会

へ
の
変
化
に
対
応
し
、
人

生
八
〇
年
時
代
を
充
実
し
た
も
の

に
し
よ
う
と
、
町
で
は
毎
年
高
齢

者
学
級
を
開
い
て
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
、
高
森
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
た
高
森

。
色
見
教
室

の
開
講
式
に
は
、
受
講
生
七
十
六

人
が
参
加
。
町
役
場
企
画
課
の
有

働
和
幸
課
長
が
町
政
に
つ
い
て
講

話
。
平
成
五
年
度
の
町
の
予
算
概

要
説
明
や
五
年
度
以
降
の
主
な
事

業
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
は
二
百
人
。
十

二
月
ま
で
宿
泊
交
流
会
な
ど
、
八

回
に
わ
た
り
四
つ
の
会
場
で
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
ま
す
。

講話に聞き入る受講生のみなさん

野尻地区で行われた戦没者追悼式病
気
に
か
か
ら
な
い
生
活
の
実
践

い
き

い
き
健
康
教
室
が
開
講

平
成
五
年
度
の
い
き
い
き
健
康
教
室
の
開

校
式
が
五
月
二
十
四
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
自

分
の
食
事
や
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
病
気
に

か
か
ら
な
い
生
活
の
仕
方
を
学
習
し
、
そ
れ

を
日
常
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
よ
う
、
健

康
を
守
る
婦
人
の
会
の
協
力
を
得
て
町
が
開

い
て
い
る
も
の
で
す
。

式
に
は
受
講
生
や
関
係
者
約
六
十
人
が
出

席
。
今
村
町
長
や
松
野
博
子
健
康
を
守
る
婦

人
の
会
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
末
永
英
士
阿

蘇
保
健
所
長
が

『健
康
づ
く
り
と
受
講
生
の

役
割
』
に
つ
い
て
講
話
。
受
講
方
法
や
運
営

方
法
の
説
明
、
学
級
長
等
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

教
室
は
、
五
月
か
ら
平
成
六
年
二
月
ま
で

の
間
に
九
回
に
分
け
て
開
か
れ
、
教
室
の
目

標
で
も
あ
る
食
生
活
を
通
し
て
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
受

講
生
は
、
受
講
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝
達

講
習
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

四
百
三
十
柱
の
霊
を
慰
め
る

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た

四
百
三
十
柱
の
霊
を
慰
め

る
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、

今
年
も
五
月
十

一
日
か
ら

十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、

高
森
、
草
部
、
野
尻
の
三

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十

一
日
、
野
尻
林

二
会
場
で
戦
没
者
追
悼
式

り
ま
し
た
。
我
が
郷
土
高
森
町
も

戦
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た

繁
栄
を
み
る
に
至

っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
ひ
と
え
に
戦
没
者
各
位
の

ご
加
護
と
御
遺
族
皆
様
の
御
支
援

御
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
読
経
の
流
れ
る
中
、

各
地
区
の
遺
族
代
表
者
な
ど
が
次
々

と
仏
前
に
焼
香
を
し
て
戦
没
者
の

御
霊
を
慰
め
、
平
和

へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
に
は

遺
族
な
ど
関
係
者
約
五
十
人
が
出

席
。
今
村
町
長
や
熊
本
県
知
事
代

理
、
野
尻
地
区
遺
族
会
会
長
代
理

の
鶴
林
さ
ん
ら
が

「戦
後
既
に
四

十
有
余
年
、
我
が
国
は
国
際
社
会

に
お
い
て
も
経
済
大
国
と
し
て
確

固
た
る
地
位
を
占
め
る
ま
で
に
至

国民休暇村で行われた表彰式

●   ●

●   ●

南
阿
蘇
観
光
フ
オ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

式
が
五
月
十
九
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
に

関
係
者
約
二
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。よ

り

一
層
南
阿
蘇
の
観
光
振
興
を
図
る
た

め
、
南
阿
蘇
六
カ
町
村
が

一
体
と
な

っ
た
誘

客
、
広
報
活
動
と
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

の

一
環
と
し
て
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
南
阿
蘇

の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
よ
う
と
、
南
阿
蘇

六
カ
町
村
で
組
織
す
る
南
阿
蘇
総
合
開
発
促

進
協
議
会

（今
村
博
信
会
長
）
が
行

っ
た
も

の
で
す
。

南
阿
蘇
の
四
季
を
通
じ
て
の
自
然
景
観
や

風
物
、
祭
り
な
ど
を
題
材
に
行
わ
れ
た

コ
ン

テ
ス
ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
カ
ラ
ー
、
モ
ノ

ク

ロ
の
四
ツ
切
り
か
ら
全
紙
ま
で
六
百
六
十

五
点
の
応
募
が
あ
り
、
山
口
県
下
関
市
の
大

野
義
人
さ
ん
の

『
夜
空
を
こ
が
す
火
文
字
焼

き
』
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
の
他
、
二
十
八

点
の
入
賞

・
入
選
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
高
森

・
上
町
の
馬
原
敬
二

さ
ん
、
高
森

・
下
町
の
岩
下
弘
三
さ
ん
、
高

森

・
横
町
の
相
馬
幸
代
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

O

南
阿
蘇
を
テ
ー

マ
に
フ
オ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

約 100人 が出席 して行われた落成式

中
国
少
女
雑
技
団
が
来
町

保
育
園
な
ど
で
演
技
を
披
露

中
国
湖
南
省
長
沙
少
女
雑
技
団

一
行
が
四
月
二
十
六
日
、
本
町
を

訪
れ
ま
し
た
。

雑
技
団

一
行
は
、
熊
本
市
に
あ

る
宏
学
館
日
本
語
学
校
の
招
待
で

訪
日
。
阿
蘇
観
光
の
途
中
、
日
中

協
会
の
理
事
を
さ
れ
て
い
る
下
田

龍
浩
さ
ん

（高
森

・
横
町
）
の
協

力
で
来
町
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

六
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
四
人

で
構
成
さ
れ
た
中
国
で
も
屈
指
の

雑
技
団

一
行
は
、
午
前
中
高
森
保

育
園
で
み
ご
と
な
演
技
を
披
露
。

保
育
園
児
と
交
流
を
深
め
た
後
、

高
森
小
学
校
に
場
所
を
変
え
て
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

露;韓
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演技を披露する少女雑技団新たに27人 の受講生が出席して行われた開講式

(6)(7)
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